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第
四
節
　
　
近
衛
本
の
性
格  

―
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
の
関
係
を
中
心
に
―

一

近
衛
本
は
巻
下
の
零
本
二
巻
（
現
在
、
陽
明
文
庫
所
蔵
）
が
近
衛
家
（
五
摂
家
の
筆
頭
）
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
巻
上
に
つ
い

て
は
藤
田
美
術
館
所
蔵
の
断
簡
一
葉
の
み
（
春
部
「
霞
」
の
六
行
分
）
の
現
存
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
「
も
と
は
上
・
下
巻
完
存
の
調

度
手
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
）
1
（

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

近
衛
本
の
本
文
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
堀
部
正
二
氏
に
よ
る
ご
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
氏
は
、
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
、
主

に
、
本
文
の
近
似
関
係
よ
り
三
大
別
さ
れ
）
2
（

、
近
衛
本
を
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
「
同
一
人
の
筆
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
」、「
本

文
に
於
い
て
も
全
く
同
一
系
統
）
3
（

」
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

ま
た
、
片
桐
洋
一
氏
も
、「
粘
葉
本
と
近
衛
本
の
本
文
は
微
細
な
点
ま
で
一
致
」、「
全
く
相
似
」
し
て
お
り
、「
同
筆
と
断
定
す
る
に
は
ば
か
ら

れ
る
も
の
は
全
く
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
4
（

。

如
上
の
ご
論
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
若
干
の
資
料
を
調
査
し
得
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
平
安
時
代
書
写
諸
伝
本
に
お
け
る
近
衛
本
の
位
置
付
け
を

試
み
た
。
そ
の
結
果
、
近
衛
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
同
類
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
に
お
い
て
は
や
や
異
な
る
様
相
を
呈
し
て

い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ
ら
の
伝
本
と
の
関
係
を
中
心
に
近
衛
本
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

近
衛
本
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
に
は
零
本
二
巻
・
断
簡
三
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
巻
上
の

断
簡
一
葉
）
5
（

も
合
わ
せ
、
調
査
し
得
た
詩
歌
句
を
番
号
で
示
す
。

以
下
、
零
本
（
二
巻
）
を
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
と
し
、
断
簡
（
四
葉
）
を
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
と
仮
称
す
る
。
な
お
、
左
掲
Ａ
・
Ｂ
・
Ｅ
に
は
紙
継
ぎ
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の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
位
置
を
「
／
」
で
示
す
。

近
衛
本
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
に
は
零
本
二
巻
・
断
簡
三
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
巻
上
の

断
簡
一
葉
）
6
（

も
合
わ
せ
、
調
査
し
得
た
詩
歌
句
を
番
号
で
示
す
と
次
の
通
り
と
な
る
。
以
下
、
零
本
（
二
巻
）
を
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
と
し
、
断
簡
（
四

葉
）
を
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
と
仮
称
す
る
。
な
お
、
左
掲
Ａ
・
Ｂ
・
Ｅ
に
は
紙
継
ぎ
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
位
置
を
「
／
」
で
示
す
。

◆
零
本
（
二
巻
）﹇
陽
明
文
庫
蔵
﹈

Ａ
「
鶴
」（
題
）・
443
〜
527
・「
古
京
」（
題
）
／
532
〜
612

Ｂ
「
眺
望
」（
題
）・
624
〜
648
／
「
庚
申
」（
題
）・
650
〜
660
の
前
部
／
「
親
王
」（
題
）・
666
〜
677
・）

7
（

679
〜
698
・
700
〜
720
／
「
老
人
」（
題
）・
723
〜
749

／
「
述
懐
」（
題
）・
751
〜
784
・
786
〜
796
の
次
）
8
（

〜
803

◆
断
簡
（
四
葉
）

Ｃ 

76
〜
78
﹇
藤
田
美
術
館
蔵
﹈

Ｄ
「
閑
居
」（
題
）・
613
﹇
個
人
蔵
﹈

Ｅ 

750
／
649
﹇
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
﹈

Ｆ 

660
の
後
部
〜
664
﹇『
昭
和
古
筆
名
鑑
』
所
載
﹈

右
掲
Ａ
〜
Ｆ
と
、
諸
伝
本
の
詩
歌
句
と
を
照
合
す
る
と
、「
断
簡
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
」
の
原
姿
（
切
り
出
さ
れ
る
前
の
位
置
）
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

①
「
断
簡
Ｄ
」
は
「
零
本
Ａ
」
の
末
尾
（
612
の
次
）
に
位
置
し
て
い
た
。

②
「
断
簡
Ｅ
」
中
の
750
・
649
は）

9
（

そ
れ
ぞ
れ
「
零
本
Ｂ
」
中
の
749
・
648
の
次
に
位
置
し
て
い
た
。

③ 

「
断
簡
Ｆ
」
中
の
「
660
の
後
部
」
は
「
零
本
Ｂ
」
中
の
「
660
の
前
部
」
の
直
後
の
部
分
に
あ
た
る
）
10
（

。
従
っ
て
、「
断
簡
Ｆ
」
は
「
零
本
Ｂ
」
の
当
該
箇

所
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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以
上
、
近
衛
本
の
詩
歌
句
を
集
成
し
、
詩
歌
番
号
順
に
排
列
し
直
す
と
総
計 

三
四
一
首
と
な
る
（
76
〜
78
・
443
〜
527
・
532
〜
613
・
624
〜
664
・
666

〜
677
・
679
〜
698
・
700
〜
720
・
723
〜
784
・
786
〜
796
の
次
〜
803
）。

以
下
、
76
〜
78
・
443
〜
804
の）

11
（

範
囲
内
に
限
定
し
、
考
察
を
行
う
。
そ
の
う
ち
、
528
〜
531
・
614
〜
623
・
665
・
721
・
722
に
つ
い
て
は
（
近
衛
本
の
散

逸
箇
所
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
）
対
象
外
と
す
る
。

三

ま
ず
、
形
態
的
な
面
か
ら
近
衛
本
と
諸
伝
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

本
考
察
範
囲
内
に
お
い
て
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
詩
歌
句
を
集
成
す
る
と
三
四
八
首
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
伝
本

に
無
い
詩
歌
句
は
五
六
首
で
あ
る
。

近
衛
本
と
諸
伝
本
と
の
関
係
を
み
る
た
め
、
そ
の
う
ち
、
脱
落
ま
た
は
追
補
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
独
自
事
象
（
い
ず
れ
か
一
本
の
み

が
他
本
と
異
な
る
場
合
）
を
除
く
（
有
る
場
合
も
無
い
場
合
も
独
自
事
象
は
除
く
）
と
次
の
ご
と
く
一
一
首
と
な
る
。

詩
歌
番
号
を
挙
げ
、
詩
歌
句
の
有
無
を
「
有
」・「
無
」
と
し
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
記
す
。

①
449 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

②
534 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
下
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

③
535 

有
（
近
・
粘
・
法
・
伊
・
関
・
久
・
太
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
巻
）

④
564 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）
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無
（
雲
・
関
）

⑤
603 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
大
内
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

⑥
652
の
次 
有
（
安
・
巻
・
定
大
）

無
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

⑦
712 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑧
714 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑨
729 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑩
784 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑪
797 

有
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
益
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）

右
掲
（
一
一
首
）
に
お
い
て
近
衛
本
は
粘
葉
本
類
と
全
て
一
致
し
て
い
た
。
一
方
、
⑥
）
12
（

を
除
く
一
〇
首
に
つ
い
て
は
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
類
と
雲

紙
本
類
と
の
一
致
は
見
ら
れ
ず
）
13
（

、
ま
た
、
い
ず
れ
も
近
衛
本
・
粘
葉
本
類
の
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

次
に
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
性
が
見
ら
れ
る
事
例
を
挙
げ
る
）
14
（

。

◆
近
衛
本
の
独
自
性
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⑴
699 

無
（
近
）

有
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

⑵
785 
無
（
近
）

有
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

⑶
804 

無
（
近
）

有
（
粘
・
法
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

◆
粘
葉
本
の
独
自
性

⑷
796
の
次 

無
（
粘
）

有
（
近
・
伊
・
法
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

◆
伊
予
切
の
独
自
性

⑸
601 

無
（
伊
）

有
（
近
・
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

右
掲
⑴
699
・
⑵
785
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
料
紙
の
継
ぎ
目
で
は
な
く
、
一
紙
の
中
間
で
あ
る
た
め
、
後
世
、
さ
か
し
ら
に
切
断
し
た
も
の
で
は

な
く
）
15
（

、「
単
な
る
誤
脱
）
16
（

」
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
⑶
804
・
⑷
「
796
の
次
」・
⑸
601
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
排
列
に
つ
い
て
述
べ
る
。
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
間
に
お
い
て
、
排
列
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
一
八
か
所
で
あ
る
。
詩
歌

番
号
を
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴ 

465
・
466
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）

466
・
465
（
山
）
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⑵ 

472
・
473
（
近
・
粘
・
伊
・
関
・
久
・
巻
・
太
・
下
・
戊
・
葦
）

472
無
・
473
（
雲
）

473
・
472
（
山
）

⑶ 
483
・
484
・
485
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

484
・
485
・
483
（
巻
）

⑷ 

511
・
512
・
513
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

512
・
513
・
511
（
巻
）

511
・
512
（
法
）

⑸ 

545
・
546
・
547
・
548
・
549
・
550
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
切
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

545
・
550
・
546
・
547
・
548
・
549
（
巻
）

545
・
546
・
547
無
・
548
・
549
・
550
（
雲
）

545
・
546
・
547
・
548
・
549
無
・
550
（
関
）

545
・
546
・
547
・
548
（
多
）

⑹ 

557
・
558
・
559
・
560
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

560
・
557
・
558
・
559
（
久
）

⑺ 

573
・
574
・
575
・
576
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

573
・
576
・
574
・
575
（
久
）

⑻ 

602
・
603
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
山
）

603
・
602
（
大
内
）
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602
・
603
無
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

⑼ 

625
・
626
・
627
・
628
・
629
（
近
・
粘
・
伊
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

625
・
626
・
627
・
628
・
629
無
（
雲
）

625
・
628
・
629
・
626
・
627
（
久
）

625
・
626
（
安
）

⑽ 

655
・
656
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
安
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

656
・
655
（
久
）

⑾ 

671
・
672
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

672
・
671
（
久
）

⑿ 

686
・
687
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
多
・
戊
・
葦
）

687
・
686
（
久
）

⒀ 

701
・
702
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

702
・
701
（
雲
）

701
無
・
702
（
関
）

⒁ 

726
・
727
・
728
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

728
・
726
・
727
（
久
）

⒂ 

729
・
730
（
近
・
粘
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）

729
無
・
730
（
雲
・
関
）

730
・
729
（
山
）
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⒃ 

741
・
742
・
743
・
744
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
戊
）

741
・
742
・
744
・
743
（
山
）

741
・
743
・
742
・
744
（
多
）

741
無
・
742
無
・
743
無
・
744
無
（
葦
）

⒄ 

746
・
747
（
近
・
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
俊
和
・
戊
・
葦
）

747
・
746
（
久
）

⒅ 

754
・
755
・
756
・
757
（
近
・
粘
・
伊
・
関
・
安
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

755
・
756
・
754
・
757
（
久
）

754
・
755
・
756
無
・
757
（
雲
）

754
・
755
・
756
・
757
無
（
巻
）

右
掲
の
一
八
項
目
に
お
い
て
、
多
数
派
に
対
し
て
一
本
の
み
が
相
違
す
る
伝
本
に
は
、
久
松
切 

九
か
所
（
⑹
⑺
⑼
⑽
⑾
⑿
⒁
⒄
⒅
）、
山
城
切 

四

か
所
（
⑴
⑵
⒂
⒃
）、巻
子
本 

三
か
所
（
⑶
⑷
⑸
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、雲
紙
本
に
は
六
か
所
（
⑵
⑸
⑻
⑼
⒂
⒅
）、関
戸
本
に
は
四
か
所
（
⑸

⑻
⒀
⒂
）
に
無
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

本
書
中
）
17
（

、「『
和
漢
朗
詠
集
』
全
体
を
通
し
て
、
排
列
の
揺
れ
と
詩
歌
句
の
有
無
に
は
相
関
性
が
あ
り
」、「
久
松
切
・
山
城
切
・
巻
子
本
等
の
排

列
の
揺
れ
は
雲
紙
本
類
の
影
響
下
に
因
る
」
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
が
、
近
衛
本
で
は
如
上
の
性
質
は
認
め
ら
れ
ず
、
全
て
が
粘
葉

本
類
と
一
致
し
て
い
た
。

以
上
、
形
態
的
な
面
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
確
か
に
近
衛
本
は
粘
葉
本
類
に
属
す
る
が
、
詩
歌
句
の
有
無
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
独
自

事
象
が
、
近
衛
本
で
は
三
首
（
699
・
785
・
804
〈
近
衛
本
、
無
〉）、
粘
葉
本
・
伊
予
切
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
（
796
の
次
〈
粘
葉
本
、
無
〉・
601
〈
伊
予
切
、

無
〉）
が
確
認
さ
れ
、
近
衛
本
と
粘
葉
本
類
と
の
間
に
は
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
詩
歌
句
数
に
限
っ
て
い
え
ば
、
本
考
察
の
範
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囲
内
で
は
近
衛
本
の
方
が
粘
葉
本
類
よ
り
僅
か
乍
ら
少
な
い
と
い
え
る
。

四

個
々
の
本
文
を
考
察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和

歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き

文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
原
則
、
対
象
外
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。

同
表
に
拠
る
と
、
近
衛
本
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
近
い
順
に
、
和
歌
は
法
輪
寺
切
）
18
（

（
九
六
．
九
％
）、
粘
葉
本
（
九
一
．

三
％
）、
伊
予
切
（
八
九
．
五
％
）、
漢
詩
は
粘
葉
本
（
九
四
．
一
％
）、
伊
予
切
（
九
三
．
二
％
）、
法
輪
寺
切
（
九
二
．
四
％
）
が
挙
げ
ら
れ
、
和
歌
・

漢
詩
と
も
に
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
）
19
（

が
同
文
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
本
文
が
他

本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
ケ
ー
ス
を
全
て
挙
げ
る
。

ま
ず
、
近
衛
本
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
次
に
異
同
を
載
せ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

①
479 

新
豊
酒
色
清
冷
於
鸚
鵡
之
盃
中
長
楽
歌
聲
幽
咽
於
鳳
皇
之
管
裏
（
近
）

〈
同
〉
之
盃
（
粘
・
伊
・
法
）

〈
異
〉
盃
之
（
雲
・
葦
）

盃
（
関
・
久
・
山
）
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【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】

葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 歌 詩

283 279 278 282 277 283 36 103 281 284

　

雲紙本

201 184 192 212 208 191 26 67 184 265 　

71.0 65.9 69.1 75.2 75.1 67.5 72.2 65.0 65.5 93.3 ％

283 279 278 282 277 283 36 103 281

　

759 関戸本

202 182 197 211 205 189 28 65 182 705 　

71.4 65.2 71.0 74.8 74.0 66.8 77.8 63.1 64.8 92.9 ％

280 276 277 279 276 283 34 103

　

827 763 粘葉本

184 179 148 183 220 266 33 94 585 559 　

65.7 64.9 53.4 65.6 79.7 94.0 97.1 91.3 70.7 73.3 ％

102 103 101 103 105 105 32

　

459 450 414 近衛本

69 72 60 60 86 94 31 432 315 313 　

67.6 69.9 59.4 58.3 81.9 89.5 96.9 94.1 70.0 75.6 ％

36 36 35 36 36 36

　

131 152 149 146 法輪寺切
27 24 21 24 29 33 121 146 109 112 　

75.0 66.7 60.0 66.7 80.6 91.7 92.4 96.1 73.2 76.7 ％

282 278 279 281 278

　

152 459 842 827 763 伊予切

192 183 155 194 227 149 428 809 583 559 　

68.1 65.8 55.6 69.0 81.7 98.0 93.2 96.1 70.5 73.3 ％

276 272 273 275

　

835 151 459 835 822 754 久松切

208 193 175 201 686 125 379 699 585 556 　

75.4 71.0 64.1 73.1 82.2 82.8 82.6 83.7 71.2 73.7 ％

281 277 276

　

825 830 147 452 830 817 751 巻子本

200 187 170 526 530 86 285 532 455 430 　

71.2 67.5 61.6 63.8 63.9 58.5 63.1 64.1 55.7 57.3 ％

277 273

　

809 814 819 151 444 819 806 738 山城切

168 156 508 657 653 121 344 656 603 565 　

60.6 57.1 62.8 80.7 79.7 80.1 77.5 80.1 74.8 76.6 ％

278

　

813 824 829 834 149 458 834 823 755 戊辰切

205 669 561 696 714 122 388 716 609 583 　

73.7 82.3 68.1 84.0 85.6 81.9 84.7 85.9 74.0 77.2 ％

　

813 796 807 812 817 145 439 817 807 740 葦手本

682 598 515 625 631 121 350 633 561 534 　

83.9 75.1 63.8 77.0 77.2 83.4 79.7 77.5 69.5 72.2 ％
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之
（
巻
）

坏
之
（
戊
）

②
498 
み
わ
た
せ
は
ま
つ
の
は
し
ろ
き
よ
し
の
山
い
く
よ
を
つ
め
る
ゆ
き
に
□
）
20
（

あ
る
ら
む
（
近
）

〈
同
〉
い
く
よ
を
つ
め
る
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
い
く
よ
つ
も
れ
る
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
益
・
多
・
戊
・
葦
）

③
526 

み
か
み
も
る
ゑ
し
の
た
く
ひ
に
あ
ら
ね
と
も
わ
れ
も
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
こ
そ
お
も
へ
（
近
）

〈
同
〉
う
ち
に
こ
そ
お
も
へ
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
な
か
に
こ
そ
た
け
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

う
ち
は
も
え
つ
ゝ
（
久
）

う
ち
に
こ
そ
た
け
（
太
・
散
・
山
・
多
）

④
554 

遺
愛
寺
鐘
敧
枕
聴
香
鑪
峯
雪
巻
簾
看
（
近
）

〈
同
〉
巻
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
撥
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
下
）
21
（

・
山
・
戊
・
葦
）

⑤
572 

明
月
好
當
三
径
夜
緑
楊
宜
作
両
家
春
（
近
）

〈
同
〉
當
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
同
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑥
634 

楊
岐
路
滑
吾
之
送
人
多
年
李
門
波
高
人
之
送
我
何
日
（
近
）

〈
同
〉
吾
（
粘
・
伊
・
法
）

〈
異
〉
我
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）



134

⑦
639 

と
し
こ
と
に
は
る
の
わ
か
れ
を
あ
は
れ
と
も
人
に
お
く
る
ゝ
ひ
と
そ
し
り
け
る
（
近
）

〈
同
〉
と
し
こ
と
に
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
と
し
こ
と
の
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

⑧
657 

聖
皇
自
在
長
生
殿
不
向
蓬
莱
王
母
家
（
近
）

〈
同
〉
在
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
有
（
関
・
久
・
安
・
巻
・
下
・
山
・
定
大
・
戊
・
葦
）

⑨
680 

春
過
夏
闌
袁
司
徒
之
家
雪
應
路
達
朝
南
暮
北
鄭
大
尉
之
渓
風
被
人
知
（
近
）

〈
同
〉
朝
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
旦
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
戊
・
葦
）

⑩
696 

少
日
遂
逃
秦
虎
口
暮
年
初
謁
漢
龍
顔
（
近
）

〈
同
〉
少
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
他
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

⑪
710 

李
延
年
之
餝
族
託
一
妍
以
始
飛
衛
子
夫
之
待
時
在
衆
醜
而
永
異
（
近
）

〈
同
〉
永
（
粘
・
伊
・
法
）

〈
異
〉
未
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

⑫
741 

黄
壌
誰
知
我
白
頭
猶

）
22
（

憶
君
唯
将
老
年
涙
一
灑
故
人
文
（
近
）

〈
同
〉
猶
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
徒
（
雲
・
関
・
戊
）

獨
（
久
・
安
・
巻
・
太
）
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獨徒
（
山
・
多
）

⑬
742 

長
夜
君
先
去
殘
年
我
幾
何
秋
風
襟
満
涙
泉
下
故
人
多
（
近
）

〈
同
〉
襟
満
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
満
衫
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
戊
）

満
襟　

衫
（
山
）

満
襟衫
（
多
）

⑭
755 

車
前
驥
病
駑
駘
逸
架
上
鷹
閑
鳥
雀
飛
（
近
）

〈
同
〉
飛
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉
高
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

⑮
757 

笵
蠡
収
責
棹
扁
舟
而
逃
名
謝
安
辞
功
伏
孤
雲
而
養
志
（
近
）

〈
同
〉
伏
（
粘
・
法
）
23
（

・
伊
）

〈
異
〉
臥
（
雲
・
関
）

鞭
（
久
・
安
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

出
典
未
詳
の
、
右
掲
①
・
③
・
⑧
・
⑪
の
近
衛
本
・
粘
葉
本
類
の
本
文
に
つ
い
て
述
べ
る
。
⑪
の
当
該
箇
所
は
文
意
か
ら
「
永
」
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
が
、
①
の
当
該
箇
所
「
之
盃
」
は
誤
写
か
と
思
わ
れ
）
24
（

、
③
の
当
該
箇
所
「（
う
ち
に
こ
そ
）
お
も
へ
」
も
「
誤
り
」
と
さ
れ
て
い
る
）
25
（

。
ま
た
、
⑧

の
当
該
箇
所
「
在
」
に
つ
い
て
、
三
木
雅
博
氏
は
、
出
典
の
本
文
と
は
異
な
り
、
関
戸
本
等
の
本
文
「
有
」
の
方
が
「
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
）
26
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
事
例
（
右
掲
②
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑨
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑭
・
⑮
）
に
お
い
て
は
、
近
衛
本
・
粘
葉

本
類
の
当
該
箇
所
と
、
他
文
献
の
本
文
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
著
者
の
知
る
限
り
で
は
②
・
⑥
・
⑦
の
三
首
で
あ
る
）
27
（

。
ま
た
、『
和
漢

朗
詠
集
考
證
』・『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
で
は
、
⑤
・
⑨
・
⑩
・
⑬
・
⑭
・
⑮
の
近
衛
本
・
粘
葉
本
類
に
お
け
る
当
該
箇
所
が
他
文
献
の
本
文
に
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改
め
ら
れ
る
べ
き
等
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
28
（

、
そ
の
点
も
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
の
四
本
間
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
五
五
か
所
が
確
認
さ
れ

た
が
、
そ
れ
ら
は
、

Ａ
四
本
中
、
も
し
く
は
三
本
中
）
29
（

、
近
衛
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
…
二
六
か
所
（
う
ち
、
近
衛
本
の
独
自
本
文
）
30
（

＝
一
六
か
所
）

Ｂ
四
本
中
、
も
し
く
は
三
本
中
、
粘
葉
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
…
一
一
か
所
（
う
ち
、
粘
葉
本
の
独
自
本
文
＝
九
か
所
）

Ｃ
四
本
中
、
も
し
く
は
三
本
中
、
伊
予
切
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
…
一
六
か
所
（
う
ち
、
伊
予
切
の
独
自
本
文
＝
一
一
か
所
）

Ｄ
四
本
中
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
と
、
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
ケ
ー
ス
…
一
か
所

Ｅ
四
本
中
、
法
輪
寺
切
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
…
一
か
所
（
↓
法
輪
寺
切
の
独
自
本
文
）

の
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
五
五
か
所
の
う
ち
、
右
掲
「
Ａ
」
の
、「
近
衛
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
」（
二
六
か
所
）
が
半
数
弱
を
占
め
、

右
掲
Ａ
〜
Ｅ
の
う
ち
、
最
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
た
（
「
独
自
本
文
」
も
四
本
中
、
近
衛
本
が
最
多
）。

右
掲
「
Ａ
」
の
「
近
衛
本
の
独
自
本
文
」（
一
六
か
所
）
の
う
ち
、
一
五
か
所
は
近
衛
本
の
誤
写
に
よ
る
と
思
わ
れ
）
31
（

、
そ
の
他
の
三
本
（「
Ｂ
」「
Ｃ
」

「
Ｅ
」
）
に
見
ら
れ
る
「
独
自
本
文
」
も
殆
ど
の
ケ
ー
ス
が
誤
写
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、実
質
的
事
例
を
検
討
す
べ
く
、右
掲
か
ら
近
衛
本
・

粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
が
「
独
自
本
文
」
を
有
す
る
ケ
ー
ス
を
除
外
し
た
上
で
全
て
の
事
例
を
挙
げ
る
。
前
項
同
様
、
近
衛
本
の
本
文
を

載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
次
の
行
に
は
当
該
箇
所
が
近
衛
本
と
同
文
で
あ
る
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
し
、
以
下
、
異
同
を
載
せ

る
。

Ａ
四
本
中
、
近
衛
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
（
近
衛
本
が
独
自
本
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
、
除
外
）

①
461
わ
ひ
し
ら
に
ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
か
ひ
あ
る
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
近
）

〈
同
〉
ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
（
太
）
32
（

）

〈
異
〉
ま
し
こ
な
な
き
そ
（
粘
）
33
（

・
伊
・
久
）
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ま
し
は
な
ゝ
き
そ
（
雲
・
関
・
巻
・
多
・
戊
・
葦
）

ま
し
こ
は
な
ゝ
き
そ
（
山
）

②
551
虚
洞
有
聲
寒
溜
咽
故
山
無
主
晩
雲
孤
（
近 

）
34
（

）

〈
同
〉
洞
（
関
・
雲
切
）
35
（

・
久
）

〈
異
〉
澗
（
粘
・
伊
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

③
586
こ
の
も
と
を
す
み
か
と
す
れ
は
お
の
つ
か
ら
は
な
み
る
ひ
と
に
な
り
ぬ
へ
き
か
な
（
近
）

〈
同
〉
な
り
ぬ
へ
き
か
な
（
久
・
葦
）

〈
異
〉
な
り
に
け
る
か
な
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
）

④
591
雖
十
悪
兮
猶
引
摂
甚
於
疾
風
披
霧
雲
雖
一
念
兮
必
感
應
喩
之
巨
海
納
涓
露
（
近
）

〈
同
〉
必
（
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
ナ
シ
（
粘
・
伊
・
法
・
巻
）

⑤
624
風
翻
白
浪
花
千
片
鴈
點
青
天
字
一
行
（
近
）

〈
同
〉
青
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
清
（
粘
・
伊
）

⑥
630
み
わ
た
せ
は
や
な
き
さ
く
ら
を
こ
き
ま
せ
て
み
や
こ
そ
は
る
の
に
し
き
な
り
け
れ
（
近
）

〈
同
〉
に
し
き
な
り
け
れ
（
葦
）

〈
異
〉
に
し
き
な
り
け
る
（
粘
・
伊
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
）

⑦
634
楊
岐
路
滑
吾
之
送
人
多
年
李
門
波
高
人
之
送
我
何
日
（
近
）

〈
同
〉
波
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）
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〈
異
〉
浪
（
粘
・
法
・
伊
）

⑧
646
蒼
波
路
遠
雲
千
里
薄
霧
山
深
鳥
一
聲
（
近
）

〈
同
〉
薄
（
雲
・
関
・
巻
・
益
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
白
（
粘
・
伊
・
久
・
山
）

⑨
668
江
都
之
好
勁
捷
也
七
尺
屏
風
其
徒
高
淮
南
之
求
神
仙　

一
旦
乗
雲
而
何
益
（
近
）
36
（

）

〈
同
〉
ナ
シ
（
雲
・
久
）

〈
異
〉
也
（
粘
・
伊
・
関
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑩
720
翠
帳
紅
閨
万
事
之
礼
法
雖
異
舟
中
浪
上
一
生
之
歓
會
是
同
（
近
）

〈
同
〉
帳
（
雲
・
関
・
雲
切
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
黛
（
粘
・
伊
）

Ｂ
四
本
中
、
粘
葉
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
（
粘
葉
本
が
独
自
本
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
、
除
外
）

⑴
515
閑
居
属
於
誰
人
紫
宸
殿
之
本
主
也
秋
水
見
於
何
処
朱
雀
院
之
新
家　
（
近
）

〈
同
〉
ナ
シ
（
伊
）

〈
異
〉
也
（
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
和
3
・
山
・
戊
・
葦
）

⑵
544
奇
犬
吠
花
聲
流
於
紅
桃
之
浦
驚
風
振
葉
香
分
於
紫
桂
之
林
（
近
）

〈
同
〉
於
（
伊
・
雲
・
関
・
雲
切
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
ナ
シ
（
粘
・
久
・
多
）

Ｃ
四
本
中
、
伊
予
切
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
（
伊
予
切
が
独
自
本
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
、
除
外
）

⑴
586
こ
の
も
と
を
す
み
か
と
す
れ
は
お
の
つ
か
ら
は
な
み
る
ひ
と
に
な
り
ぬ
へ
き
か
な
（
近
）
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〈
同
〉
は
な
み
る
ひ
と
に
（
粘
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
は
な
み
る
ひ
と
ゝ
（
伊
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
）

⑵
571
き
の
ふ
こ
そ
さ
な
へ
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に
い
な
は
も
そ
よ
に
あ
き
か
せ
の
ふ
く
（
近
）

〈
同
〉
あ
き
か
せ
の
ふ
く
（
粘
・
法
・
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
あ
き
か
せ
そ
ふ
く
（
伊
・
巻
）

⑶
660
布
政
治
之
庭
風
流
未
必
敵
於
崐
閬
兼
之
者
此
地
也
好
文
之
世
徳
化
未
必
光
干
黄
炎
兼
之
者
我
君
也
（
近
）

〈
同
〉
者
（
粘
・
法
・
雲
・
関
・
久
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
ナ
シ
（
伊
・
安
・
巻
）

⑷
675
百
里
奚
乞
食
於
道
路
穆
公
委
以
政
甯
戚
飼
牛
於
車
下
恒
公
任
以
国
（
近
）

〈
同
〉
恒
（
粘
）

〈
異
〉
桓
（
伊
・
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑸
789
い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
は
か
り
に
な
か
つ
き
の
あ
り
あ
け
の
つ
き
を
ま
ち
い
て
つ
る
か
な

）
37
（

（
近
）

〈
同
〉
ま
ち
い
て
つ
る
か
な
（
粘
・
法
・
山
・
戊
）

〈
異
〉
ま
ち
て
つ
る
か
な
（
伊
・
久
・
安
・
太
・
葦
）

Ｄ
四
本
中
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
と
、
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
ケ
ー
ス

○
778
為
君
薫
衣
裳
君
聞
蘭
麝
馨
香
為
君
事
容
飾
君
見
金
翠
無
顔
色
（
近
）

〈
同
〉
香
（
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
ナ
シ
（
伊
・
法
）

右
掲
「
Ａ
」
の
当
該
本
文
の
う
ち
、
②
・
⑥
・
⑨
は
近
衛
本
の
誤
脱
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
③
・
④
・
⑤
・
⑧
・
⑩
の
、
近
衛
本
と
粘
葉
本
類
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と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
箇
所
か
ら
も
そ
の
中
に
お
け
る
近
衛
本
の
異
質
性
が
窺
わ
れ
た
）
38
（

。

ま
た
、
右
掲
「
Ａ
」
に
お
い
て
、
近
衛
本
と
の
同
文
箇
所
が
多
い
伝
本
に
は
、
久
松
切
・
雲
紙
本
類
・
葦
手
本
が
挙
げ
ら
れ
る
（
久
松
切
・
葦

手
本
〈
七
か
所
〉、
雲
紙
本
・
関
戸
本
〈
六
か
所
〉）。
本
書
（
第
三
章 

第
七
節
）
中
、
述
べ
る
通
り
、
久
松
切
は
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
要
素

を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
葦
手
本
は
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
し
て
い
る
。

以
上
、
近
衛
本
と
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
は
特
異
な
本
文
を
共
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
四
本
間
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
際
、

近
衛
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
そ
こ
に
は
一
部
、
実
質
的
な
内
容
を
伴
う
も
の
も
存
し
、
ま
た
、
僅
か
乍
ら
雲
紙
本
類
の
本

文
の
混
在
も
認
め
ら
れ
た
）
39
（

。

五

考
察
範
囲
を
限
定
し
、
近
衛
本
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
、
主
に
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
の
関
係
を
中
心
に
形
態
・
本
文
の
両
面
か

ら
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
纏
め
る
な
ら
ば
次
の
三
点
と
な
る
。

⑴  

詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い
て
、
独
自
事
象
を
除
外
す
る
と
近
衛
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

独
自
事
象
は
近
衛
本
で
は
三
首
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
が
確
認
さ
れ
、
近
衛
本
と
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
の
間
に
は
若
干

の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
。

⑵  

排
列
に
お
い
て
は
、
近
衛
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
全
て
一
致
し
て
い
る
。

⑶  

個
々
の
本
文
の
異
同
箇
所
に
お
い
て
、
近
衛
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
多
く
の
同
文
箇
所
を
有
し
、
か
つ
、
特
異
な
本
文
を

共
有
し
て
い
る
が
、
近
衛
本
と
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
の
間
に
は
異
同
も
見
ら
れ
、
内
容
的
に
も
近
衛
本
は
異
質
性
を
帯
び

て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
、
近
衛
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
同
系
を
成
す
も
の
の
、
そ
の
中
で
は
や
や
性
格
を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
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と
な
っ
た
。

な
お
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
）
40
（

・
法
輪
寺
切
の
四
本
を
「
同
筆
」
と
す
る
説
も
あ
る
。
多
用
さ
れ
る
字
体
・
字
形
・
字
母
等
に
共
通
性
が

認
め
ら
れ
、
ま
た
、
四
本
の
書
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
同
筆
」
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
未
だ
定
説
は
な
く
、
む
し
ろ
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
伝
本
の
成
立
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
し
直
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
氏
編
『
二
玄
社
版 
日
本
書
道
辞
典
』﹇
昭
和
62
年  

二
玄
社
﹈
161
頁

（
2
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
20
頁

（
3
）
前
掲
書
（
注
2
）
に
同
。
12
頁

（
4
）
陽
明
文
庫
編
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
』
第
七
輯
（「
解
説
」
）﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈
7
頁

（
5
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
・
一
四
・
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈

（
6
）
巻
上
で
は
本
断
簡
（
76
〜
78
）
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
（
平
安
書
道
研
究
会
編
『
日
本
名
筆
全
集
』
第
六
巻
﹇
書
芸
文
化
院
﹈
54
頁
、
及
び
小
池
豊
吉
氏
『
ふ

ち
な
み
』﹇
昭
和
11
年
﹈）。

（
7
）
678
は
久
松
切
の
書
写
者
の
筆
跡
と
は
異
な
り
（『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻 

428
頁
）、
公
任
の
原
撰
本
に
は
無
い
「
後
人
の
加
筆
」
と
さ
れ
た
句
で
あ
る
（
山

田
孝
雄
氏
校
訂
『
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
14
・
15
頁
）。

（
8
）
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
796
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
9
）「
断
簡
Ｅ
」
で
は
、
750
と
649
の
行
頭
の
高
さ
は
異
な
り
、
ま
た
、
料
紙
も
二
首
間
に
お
い
て
「
切
断
の
痕
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
首
二
行
分
の
和
歌
の
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断
簡
を
、
後
世
、
合
し
て
一
幅
の
掛
物
と
し
て
表
装
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
」（『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻　

415
頁
）。

（
10
）「
660
の
前
部
」
と
「
660
の
後
部
」
と
を
合
わ
せ
る
と
「
660
」
の
句
は
完
全
な
姿
に
な
る
。

（
11
）
803
の
次
に
近
衛
本
で
は
尾
題
「
倭
漢
抄
下
巻
」
が
書
さ
れ
て
い
る
が
、
他
本
に
は
804
が
存
す
る
た
め
、
804
も
考
察
の
対
象
と
し
た
。

（
12
）「
652
の
次
」
は
「
後
人
の
加
筆
」
と
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
（
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
14
・
15
頁
）。

（
13
）
③
に
お
い
て
は
近
衛
本
・
粘
葉
本
類
は
、
関
戸
本
と
は
一
致
す
る
も
の
の
雲
紙
本
と
は
相
違
し
て
い
た
。

（
14
）
法
輪
寺
切
に
独
自
事
象
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
15
）『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻 

414
頁

（
16
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
190
頁

（
17
）
拙
稿
「
久
松
切
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
九
節
〉）・「
山
城
切
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
八
節
〉）・「
巻
子
本
の
位
置
」（
本
書
〈
第
三
章 

第
二
節
〉）。

山
城
切
・
巻
子
本
は
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
し
て
お
り
、
久
松
切
に
は
雲
紙
本
・
粘
葉
本
類
の
両
要
素
が
混
在
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
既
述
し
た

通
り
で
あ
る
。

（
18
） 

法
輪
寺
切
に
つ
い
て
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
の
和
歌
二
二
、
漢
詩
七
七
、
合
わ
せ
て
九
九
首
を
調
査
し
得
た
。
調
査
し
得
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
全
体
か

ら
す
る
と
、
約
一
二
％
を
占
め
る
程
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
粘
葉
本
等
と
同
列
に
は
比
較
し
得
な
い
。

（
19
）
法
輪
寺
切
の
散
逸
箇
所
等
の
場
合
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
近
衛
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
「
三
本
の
み
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
20
）
料
紙
表
面
の
損
傷
に
因
り
、
判
読
不
可
能
。

（
21
）
古
筆
学
研
究
所
編
『
過
眼
墨
宝
選
集
』
1
（﹇
昭
和
62
年  

旺
文
社
﹈
40
頁
）
に
拠
る
。

（
22
）
前
掲
書
（
注
2
）
209
頁
で
は
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
、「
獨
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
藤
田
美
術
館
編
『
藤
田
美
術
館
名
品
図
録
』（﹇
昭
和
47
年  

日
本
経
済
新
聞
社
﹈
160
頁
）
に
拠
る
。

（
24
）
柿
村
重
松
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』﹇
昭
和
48
年  

藝
林
舎
﹈
下
巻 

81
頁
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（
25
） 

大
曽
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』﹇
平
成
5
年  

新
潮
社
﹈
200
頁
。
な
お
、本
歌
は
異
同
の
多
い
和
歌
で
あ
る
。
近
衛
本
の
初
句
「
み

か
み
も
る
」、
粘
葉
本
類
「
み
か
き
も
る
」、
雲
紙
本
類
「
み
か
き
も
り
」
と
あ
り
、
近
衛
本
は
結
句
で
は
粘
葉
本
類
と
一
致
し
て
い
た
も
の
の
初
句
に
は

異
同
が
あ
っ
た
。

（
26
）
三
木
雅
博
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
183
頁

（
27
）
②
『
兼
盛
集
』
Ⅰ
、「
い
く
よ
を
つ
め
る
」。
⑥
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
、「
吾
」。
⑦
『
元
真
集
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）、「
と
し
こ
と
に
」。

（
28
）
前
掲
書
（
注
24
）
155
・
277
・
331
・
333
頁
、
前
掲
書
（
注
25
）
217
・
262
・
282
・
283
頁
。

（
29
）「
三
本
」
と
は
、
近
衛
本
・
粘
葉
本
・
伊
予
切
。
以
下
、
同
。

（
30
）
諸
伝
本
中
、
一
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
。「
独
自
本
文
」
が
一
首
中
、
複
数
の
伝
本
間
に
お
い
て
存
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
。

（
31
）
近
衛
本
の
独
自
本
文
（
一
六
か
所
）
の
う
ち
、
763
「
な
り
ぬ
ら
む
」
の
他
は
い
ず
れ
も
誤
脱
と
思
し
い
。

（
32
）
太
田
切
、
料
紙
表
面
の
損
傷
に
因
り
判
読
困
難
で
は
あ
る
が
、
当
該
箇
所
は
「
ま
し
ら
」
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
ま
し
ら
」
と
「
ま
し
こ
」
は
同
義

で
あ
る
た
め
、
解
釈
上
は
さ
し
て
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、「
ら
」
と
「
こ
」
の
文
字
の
形
は
判
別
し
難
い
。

（
33
）
前
掲
書
（
注
2
）
134
頁
で
は
粘
葉
本
、「
ま
し
ら
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
前
掲
書
（
注
2
）
157
頁
で
は
近
衛
本
、「
澗
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）雲
紙
切
の
当
該
文
字
に
つ
い
て
、『
古
筆
学
大
成
』第
二
七
巻
﹇
平
成
3
年  

講
談
社
﹈
276
頁
に
よ
る
と
「
澗
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
が
、旁
に
は
「
加
筆
」（『
古

筆
学
大
成
』
第
一
三
巻 

402
頁
）
と
思
し
き
跡
が
認
め
ら
れ
、
当
初
は
「
洞
」
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。

（
36
）
前
掲
書
（
注
2
）
190
頁
で
は
近
衛
本
、「
也
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）
以
下
の
三
本
の
表
記
は
次
の
通
り
。
雲
紙
本
・
関
戸
本
、「
ま
ち
出
鶴
鉋
」。
巻
子
本
、「
待
出
鶴
か
な
」。

（
38
）
③
④
⑤
⑧
⑩
の
う
ち
、
⑧
は
出
典
未
詳
（
三
木
雅
博
氏
は
⑧
に
つ
い
て
、
粘
葉
本
類
の
本
文
「
白
」
の
方
が
「
原
詩
の
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
た
〈
前
掲
書
（
注
26
）
178
頁
〉）。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
粘
葉
本
類
と
出
典
と
は
相
違
し
て
い
る
（
③
『
詞
花
集
』巻
九
・『
麗
花
集
』巻
下
、「
な
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り
ぬ
へ
き
か
な
」。
④
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
、「
必
」。
⑤
『
白
氏
文
集
』
巻
十
、「
青
」。
⑩
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
、「
帳
」
）。

（
39
）
前
掲
「
Ｂ
」・「
Ｃ
」
中
に
も
そ
れ
ぞ
れ
雲
紙
本
類
と
の
同
文
箇
所
は
存
す
る
が
僅
少
で
あ
っ
た
。

（
40
）
い
わ
ゆ
る
、
伊
予
切
「
第
一
種
」（
1
〜
235
）
を
指
す
。




